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※レシートプリンター付属のＣＤをインストールする必要はありません！

1

そのままＵｎｚｉｐを押すとＣドライブに解凍します。

３、ＯＫで解凍を終了します。

OPOSプログラムをセットアップする

【OPOSをインストールする】

１、EPSON製レシートプリンターを接続する為にはOPOSプログラムをセットアップする必要があります。
ＡＤＫ267ＪＲを解凍します。

２、Ｕｎｚｉｐで解凍しＢｒｏｗｓｅ...で解凍先を指定します。
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４、Ｃドライブ内に解凍された『ＯＰＯＳＡＤＫ』を開きます。 2

６、『Ｄｉｓｋ１』フォルダーを開きます。

５、『Ｖ267ＪＲ3』フォルダーを開きます。
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3

８、セットアップ開始画面を『次へ』進んでください。

９、使用許諾契約に同意して『次へ』進んで下さい。

７、『setup』ＥＸＥをダブルクリックして実行します。
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１０、そのまま『次へ』進んで下さい。 4

１１、そのまま『次へ』進んで下さい。

12、そのまま『次へ』進んで下さい。
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１３、接続ポートを設定します。 5
接続するレシートプリンターがＵＳＢ接続であれば『ＵＳＢポート』に必ずチェックをいれて『次へ』進んで下さい。

１４、インストールが開始します。

１５、そのまま完了ボタンを押すとリリースノートが表示されＯＰＯＳが起動します。
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１６、レシートプリンターの電源を入れＯＰＯＳのデバイスを表示します。

１７、デバイス名が表示されます。

【OPOSにレシートプリンターを設定する】

（画面左のDevice横+をクリックします。）
※WindowsＸＰの場合は、ドライバーソフトをセットアップする必要があります。

１８、POSPrinterを右クリックし『デバイスの追加』を選択します。
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１９、追加するデバイスはレシートプリンターの機種名を選択します。 7
詳細機種の所は、接続ＴＹＰを登録します。

論理デバイス名の追加の欄に、半角大文字英字で『ＰＲＩＮＴＥＲ』と入力し『次へ』進みます。

※キャッシュドロワーは『ＤＲＡＷＥＲ』、料金表示機は『ＤＩＳＰＬＡＹ』となります。

※論理デバイス名を正しく登録していなければＰａｒａｄｉｓｅで作動しませんのでご注意下さい。

ＴＭ-Ｔ８８ⅤはＵＳＢ接続の場合このようになります。
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8
『対話式のＣｈｅｃｋ　Ｈｅａｌｔｈ』ボタンを押してください。

２１、画面が開きましたら実行ボタンを押します。

２２、レシートプリンターが作動し下記画面が表示されれば終了です。

※作動時に発行されるレシート

※対話式のＣｈｅｃｋＨｅａｌｔｈが正常に作動されない場合は、ドライバーソフトが作動しているか？を確認して下さい。

また、接続プリンターの機種を正しく登録できていない場合もエラーになります。

不明な場合、ＥＰＳＯＮの取扱い説明書をご確認下さい。

２０、接続ポートを確認し、対話式のCheck Healthで動作確認をします。

Windows7,Windows8の場合は、ＯＰＯＳインストール時にドラーバーソフトもインストールされ接続時に認識されます。
WindowsXPの場合は接続時にドラーバーソフトをセットアップしなければんりません。
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